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　目的　スカート設計における案材の物性とウェストのゆとり量に関する基礎資料を得る

ために、各種布でベルトのモデルを試作し、被験者のウェストに巻きつけて着用感に間す

る官能検杢とKES－F3圧縮試験機による布の圧縮特性から、ウェストにおけるゆとり量の予

測を試みた。

　方法　圧縮特性の異なる織物10種の布（最大圧力50g／c≪2　における厚さひ。20O｀2. 352≫≫）

を用いて、インサイドベルト（幅2. 5cB、ナイロン100％)を包みこんだベルトのモデルを

試作し、女子大生19名のウェストに巻きつけて、　「きつい」、「ちょうどよい」。「ゆる

い」の判定を行い、その位置におけるベルトの寸法と被験者のウェスト寸法との差からゆ

とり量を求めた。官能検杢は、食事によりウェスト寸法が変化することから昼食後2 ‾3

時間に行った。これらの数値と、布の圧縮特性として圧縮荷重一圧縮ひずみ曲線の直線性

ＬＣ、圧縮仕事量Ｗ c, 圧縮レジリェンスR C、圧力0. 5および50g／Cl2 における厚さＴＯ、

ＴＩ、EMC＝（TO－T里）／ＴＯ、被験者のウェスト寸法を取り上げて、回帰分析を行っ

た。

　結果　「ちょうどよい」と感じられる時のウェストのゆとり量には個人差がみられたが、

圧力50gf／c・２における布の厚さＴ・　と被験者のウェスト寸法に対するゆとり量の回帰は、

有意であることが認められ、Ｔ・とウェスト寸法からゆとり量を予測する見通しが得られ

た。今回の官能検査の範囲では、回帰式の符号から布の厚さが厚くなるほど。また同一の

厚さではウェスト寸法が小さい人ほど、ゆとり量が多く必要であることが示された。
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ギャザースカートの静的シルエットは、'/TTS　, ヽ/WTS　（B布の曲げ剛性, 2HB曲

リシス轜, w単位面積当りの重量）などのパラメーターによって決定されることが

のシルエットの計測による研究でわかっている．本報では、ギャザースカートの

及ぼす布の力学特性の影響を明らかにするため．力学特性の異なる布で観作した

同一ギャザー分量のスカ~トの視覚による官能検査と着用による官能検査を行い．

値と布の力学特性との関係について検討した．

官能検査は．女子学生（18～20才）および縫襄の専門家１名の被験者により、重

くらしている、まとわりつく、ちくちくするなどギャザースカートのシルX ット

に関係あると思われるle項目について５段階評価を行った．視覚による官龍検査

特性の異なる24種のギャザースカ- }■を選定し、標準体型のモデルに着用させて

撒から観察し．各項目の秤価を行った．着用による官能検査は、避んだギャザー

を各被験者が着用し, 1階の階段昇降を含む60mの歩行の後評価を行った。

s D 法により求めた官能評価値を因子分析した結果、ふっくらした．こしがある、

したなど布の曲げ特性と直接関係のあるグループと、まとわりつ･く．フォ- マル

的に良いなど複数の要因からなる感覚のグループに分かれた．視覚と着用鵬では、

方が強い感覚の秤価結果を得た。^■/M　, 、/'mn　は、ほとんどの項gで．評価値

闘を示し．まとわりつく．しなやか、綸合的な良さには、曲げ特性とせん断特性

大きいことが明かとなった．


